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チーム
の現状

トップ チームはいかにして

分断の代償を回避し、AI を

活用してより効果的に協働

作業を行っているのか
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エグゼクティブサマリー

AI は作業の遂行を容易にする一方で、チームで協働するこ
とを難しくする場合があります。

経営幹部の 89% が AI によって作業スピードが向上したと回答している一方

で、組織全体で具体的な ROI を示せると確信しているのはわずか 6% にと

どまっています。

重複作業、優先順位の不一致、連携の混乱によって、企業内での AI による

生産性向上効果が損なわれています。私たちはこれを「分断の代償」と呼

んでおり、フォーチュン 500 企業では年間推定 1,610 億ドルの損失に

つながっています。

本レポートでは、トップ チームがどのようにして分断の代償を回避し、AI 

を活用して持続的かつ有意義な成果を実現しているのかを分析します。

多くの AI 戦略には、チーム単位の盲点がある

AI 導入のうち、チームに焦点を当てているものはわずか 24% に

過ぎず、依然として個人の生産性が最も一般的なメトリックと

なっています。しかし、ナレッジ ワーカーは作業時間の 80% を

協働作業に費やしており、最大の AI 活用機会は見過ごされてい

ることを意味しています。

対策を講じなければ、分断の代償は拡大する

経営幹部の 77% は、AI によって階層の少ない、よりフラットな

チーム構築が進むと回答しており、61% は将来的に部門横断型

の働き方がさらに増えると考えています。計画がなければ、

連携の複雑さはさらに増していくでしょう。

AI 活用能力の格差は拡大している

AI の導入状況や活用レベルにはばらつきがあり、経営幹部の 

55% は、AI によってチーム間のパフォーマンスや機会の格差

が拡大したと回答しています。また、慢性的なデータ負債も

変革の妨げとなっており、AI の精度を完全に信頼している

ナレッジ ワーカーはわずか 22% にとどまっています。

トップ チームは 3 つの点で異なる取り組みをし
ている

最も成功しているチームは、AI に十分な背景情報 (コンテキ

スト) を与え、人とエージェントのための明確なワークフロー

を設計し、人間と AI のコラボレーションを推進する文化を

構築することで、分断の代償をほぼ半減させています。
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1 無駄な時間と、AI に起因するチーム間連携の摩擦をフォーチュン 500 企業の平均人件費と照らし合わせて算出。

戦略性のない AI 導入により、フォー
チュン 500 企業では年間 1,610 億ドル
の分断の代償が発生しています。1
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概要

AI はスピード向上という期待に

応えています。では、なぜ作業

は効率化されるどころか、以前

より混乱しているように感じら

れるのでしょうか。

ある朝だけでも、プロダクト マネージャーのエージェントは 

40 ページに及ぶローンチ概要書を生成し、デザイナーは数

秒で大量の画像を作成し、エンジニアはかつて 1 週間かけ

ていた量を超えるコードを、AI の支援によって 1 時間でマネ

ージャーに納品します。

数字だけを見れば、それは生産性の奇跡のように見えます。

しかし実際には、混乱が生じています。

AI は働き方そのものを試すストレス テストとして
機能する

分断されたワークフローが乱立しているため、どの概要書が

最新なのか誰にも分からず、設計コンセプトとコードも一致

せず、3 つの異なるチームが別々のローンチ日に向かって

進んでいることさえあります。AI の導入によってタスクは

「To Do」から「完了」へと一気に進むため、こうした問題を

食い止めることは、走行中の列車を止めるような難しさがあ

ります。

こうした状況は組織全体で繰り返されています。人間の

チーム メイトとエージェントがどのように協働すべきかに

ついて共通のロードマップがないため、部門横断型チームは

一夜で立ち上がり、同じくらいの速さで解散しています。

さらに、活用能力の格差の問題もあります。

AI を十分に活用できる人たちは、目に入るあらゆる業務を

強化または自動化しながら先を進んでいます。一方で、トレ

ーニング不足、不安定なデータ、旧式のシステム環境にある

人たちは、経営陣に承認されることを期待しながら、整合性

の取れていない成果物をつなぎ合わせ、必死に追いつこうと

しています。

AI は個人の仕事を飛躍的に高めていますが、チームワーク

に対しては同じ効果を発揮していません。

概要 4

本レポートでは、この拡大する分断の代償に焦点を

当てるとともに、実際に作業が進められる場である 

"チーム" に AI 活用を集中させて成果を上げている

一部の成功企業を紹介します。

これが、現在多くのチームが直面している状況です。作業スピード

は上がっている一方で、引き継ぎが全体の流れを遅らせています。

レビューは積み重なり、ミーティングは増え続けています。本当の

ボトルネックは実行ではなく、連携にあります。

「私たちは指揮者のいないオーケストラのような状態です」
フォーチュン 500 のホスピタリティ企業、情報セキュリティ担当副社長

リーダーたちは、この停滞を AI 活用成果に対する継続的な代償と

感じています。ツールには多額の投資を行ってきましたが、チーム

としてそれらを真に活用するために必要な共通の背景情報、ワーク

フロー、文化には十分な注意が払われてきませんでした。
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目次

「現在、AI によって人々はより

速く、効率的に作業できるよう

になっています。しかし、より

広範な価値を得られる ROI 曲線

には、まだ到達していません」

フォーチュン 500 のヘルスケア企業、マーケテ

ィング担当副社長

6 主な課題

10 AI による分断の代償

15 拡大する AI 活用能力の格差

20 トップ チームが実践していること

30 付録
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主な課題

リーダーたちは AI の

もたらすスピードの

罠に陥っている

AI 変革を推進している多くの組織は、

いまだに ROI をほとんど把握できてい

ません。その主な理由は、チームの協働

方法ではなく、個人の生産性に重点を

置いているためです。

この考え方が広く浸透しているのには理由があり

ます。組織全体における ROI は依然として定義が

難しいため、明確な代替指標を持たないリーダー

たちは、組織変革ではなく個人の仕事を測定する

方向に偏りがちなのです。

「チーム全体の取り組みを評価する

場合、ROI をどう算出すればよいので

しょうか。個人レベルであれば、それ

はもっと単純明快です」

フォーチュン 500 のヘルスケア企業、デジタル 

テクノロジー担当副社長

主な課題 7

リーダーたちは AI の ROI を明確
に把握できていない

わずか 6%
の経営幹部のみが AI の ROI を明確に示

せる事例を把握していると確信してい

る

58%
の経営幹部が AI の ROI の測定方法が

分からないと認めている

AI 戦略はスピード重視で、

方向性に欠けている

73%
の経営幹部は生産性、59% は効率性に

よって AI の成功を測定しており、これ

らが上位 2 つの指標となっている

2.3+
日常的に AI を利用しているナレッジ 

ワーカーは、利用頻度の低い人に比べ

て、同時に 2.3 件多くのプロジェクト

に携わっている

46%
の経営幹部が自社の AI 目標が不明確で

あると考えている



チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

生産性の幻想によって、AI 

戦略が実際に成果を上げて

いるかどうかが見えにくく

なっている

企業における作業の大半は、チームでのコ

ラボレーションによって成り立っています。

ある調査によると、ナレッジ ワーカーが個

人タスクに費やす時間は全体の 20% に過ぎず

、一方で協働作業の需要は 10 年間で 50% 増

加しています。

最新の学術研究では、AI が真に作業を変革する

鍵は「連携」にあることが示されています。し

かし、そこには隔たりがあります。経営幹

部の 70% は、AI によってより協働的な役割が

増えると予想している一方で、多くの AI 戦略

では、そのような作業が実際に行われる重要な

単位であるチームが見落とされています。

AI によってスピードは大幅に向上してい

るにもかかわらず、多くのリーダーは

いまだにワークフローにおける具体的な

効果を見いだせていません。

「開発者が AI によって 20% の

生産性向上を実現したとしても、

サイクル全体が 20% 改善される

わけではありません」

フォーチュン 500 の旅行企業、最高技術

責任者

AI は連携以上のスピードで作業

を加速させている

89%
の経営幹部が AI によって作業スピード

が向上したと回答

48%
の経営幹部が AI によってコラボレー

ションが改善したと回答

企業の AI 戦略には方向性が欠けている

経営幹部が AI 導入で重点を置いている領域

個人レベル チーム レベル 組織全体 特定の重点領域なし

端数処理により、合計は 100% になりません。

10%

24%

33% 34%

45%

30%

15%

0%

主な課題 8

https://hbr.org/2016/01/collaborative-overload
https://hbr.org/2026/02/ais-big-payoff-is-coordination-not-automation
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シナリオ

パワー ユーザーのパラドックス

「製品は複数のコンポーネントで

構成されていますが、それぞれ単体

では意味を成しません。それらを

結び付ける必要があります」

フォーチュン 500 の消費財企業、グローバル 

マーケティング責任者

次のことを考えてみてください。

あるマネージャーは、AI 活用スキルで

同僚を大きく上回り、昼前までに数十

ものコンセプトを生成するデザイナー

を高く評価しています。

→ 一見すると、そのデザイナーの生産

性は飛躍的に向上しています。

しかし、その成果はサイロ化されたも

のです。

→ 実際には、たった一人の担当者

から寄せられた、突発的でまとまり

のない大量の依頼に押しつぶされ

そうになっています。

新規チケット

新規チケット

新規チケット

これが意味すること:

連携を伴わないスピードは、変革には

つながりません。

チームを中心に据えたアプローチが

なければ、AI は組織全体で処理しきれ

ない個人の仕事を加速させる存在に

なってしまいます。一人の "成果" が、

他の全員にとってのボトルネックに

なることも容易に起こり得ます。

主な課題 9
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AI による分断の代償

AI の ROI を支える 

2 つの推進力: 実

行と連携

企業における真の ROI は、2 つの異なる推進力に

左右されます。それは、実行 (タスクがどのように

実行されるか) と連携 (チームがどれだけうまく

協働できるか) です。

現在、多くの企業では実行という推進力ばかりが

加速する一方で、連携という推進力はうまく機能

していません。その結果、従業員たちは全速力で

走っているにもかかわらず、足並みがそろってい

ない状態になっています。

「検索能力やデータ取得スピードは向上

しましたが、それがチーム レベルでどれ

ほどの効果をもたらしているのかについ

ては、正直分かりません」

フォーチュン 500 の旅行企業、最高技術責任者

チームは「非」生産的な混乱に陥っている

87%
のナレッジ ワーカーが、全員が実行モード

に入っていることで、連携のための時間や

余力が不足していると回答

70%
のナレッジ ワーカーが、自分たちの

作業プロセスは AI 向けに十分最適化

されていないと回答

84%
のナレッジ ワーカーにとって、ゴール

や優先順位が不明確、または相反してい

る

71%
のナレッジ ワーカーが、他のチームが重複

したプロジェクトやイニシアチブに取り組

んでいる状況を確認

AI による分断の代償 11
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連携が機能しなくな

ると、品質が最初に

失われる

ここで「Al ワークスロップ」という

現象が登場します。これは、知識基

盤が脆弱であることや、ユーザーの

トレーニングが不十分であることか

ら生じる、質の低い、検証されてい

ない出力のことです。

こうした仕事は、作成のために削減

できた作業以上に、修正のための作

業を必要とすることが少なくありま

せん。

ワークスロップはチームに悪影

響を及ぼし、AI による効率向上

効果を失わせる

低品質な AI 出力による主な課題:

多くのチームで、AI によるスピー

ド向上と引き換えに、品質基準が

損なわれている

49%
のナレッジ ワーカーが、AI の出力品

質が安定して高いとは言えないと回答

48%
のナレッジ ワーカーが、AI 活用におい

て、スピードと品質のどちらかを優先

せざるを得ないと認識

「作業スピードが上がっていると思っ

ていても、後から品質面の問題が見つ

かり、20% 速くなるはずだったものが

結局後戻りしてしまうのです」

フォーチュン 500 の小売企業、人材兼事業戦略担

当副社長

AI による分断の代償 12

担当者以外の人による追加
作業

AI を使わない場合より作業
時間が増加

誰が修正の責任を負うのか
が不明確

1

2

3
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AI の導入と組織への最適化
は別物である

ナレッジ ワーカーの 85% が AI を利用し

ている一方で、日常作業のワークフロー

に実際に組み込めているのはわずか 29% 

にとどまっています。

チーム全体での AI 利用状況には大きなばらつき

があり、多くのユーザーはいまだに AI をチーム 

メイトではなく、パーソナル アシスタントや

実用ツールとして捉えています。

そのような状況を踏まえると、AI の ROI が手の

届かないものに感じられるのも無理はありま

せん。

AI はワークフローを変革していない

ナレッジ ワーカーによる AI の利用頻度

日常作業に組み込まれている

(1 日に複数回)

必要に応じて利用

(1 日 1 回から週 1 回)

断続的に利用

(週 1 回未満)

全くなし

端数処理により、合計は 100% になりません。

0% 10% 20% 30% 40% 50%

44%

29%

13%

15%

「AI の導入拡大は確認できていま

すが、まだ十分に成熟していると

は言えません。本当の可能性を

見極める必要があります」

フォーチュン 500 の金融サービス企業、

サイバーセキュリティ技術担当執行副社長

Al の奇跡を期待しつつも、チーム

はワークフローの現実と向き合っ

ている

45%
のナレッジ ワーカーが、自社のリーダー

が AI を「魔法のスイッチ」のように捉え

ていると感じている

62%
のナレッジ ワーカーが、AI に多額の投

資を行っているにもかかわらず、自社の

テクノロジーはコラボレーションを

十分にサポートできていないと回答

AI による分断の代償 13

AI は戦略的に活用されていない

ナレッジ ワーカーから見た AI の役割

ツール

アシスタント

チーム メイト

アドバイザー

代理

端数処理により、合計は 100% になりません。

0% 10% 20% 30% 40% 50%

35%

28%

6%

14%

15%
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シナリオ

意思決定の洪水

「コラボレーションやコミュニケー

ションへの要求が非常に高まり、効果

的に作業を進めることが難しくなって

います」

フォーチュン 500 の金融サービス企業、サイバー

セキュリティ担当上級副社長

次のことを考えてみてください。

これまで、開発者は時間の大半をコー

ド作成に費やしていました。現在は、

AI がコードを瞬時に生成できます。

しかし、だからといって、プロジェク

トのライフサイクルも一瞬で完了する

ようになったわけではありません。

たとえば、開発チームが AI を活用し、

わずか半日で本番環境に対応可能な

機能セットを生成および検証できる

ようになった一方で、その仕事を組織

全体でどのように統合するかという点

については、まだ改善が進んでいない

ケースを考えてみてください。

AI 支援による実行プロセスの「魔法

のスイッチ」は、ボトルネックを解消

したわけではありません。むしろ、

「完了」を「提供済み」へとつなげる

ために必要な部門間の摩擦をさらに

増幅させています。

これが意味すること:

AI が「実行」と「確認」の両方を担う

ようになると、意思決定の洪水が発生し

ます。ボトルネックは、技術的な構文の

段階から、戦略的な整合性を確保する

段階へと移行しています

たとえエージェントがコードに問題が

ないと判断したとしても、人間は依然と

して重大なトレードオフを判断しなけれ

ばなりません。この機能は現在のマーケ

ティング ロードマップと競合しないか。

想定していない法的リスクを生まな

いか。プロダクト リードは本当に今日

これをリリースしたいと考えている

のか。作業を自動化した結果、私たちは

意図せず、あらゆる意思決定の重みを

増幅させてしまっているのです。

新しいリクエスト...

説明を追加...

統合...

プロダクト...

Q1.3 のゴール

AI による分断の代償 14



チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

拡大する AI
活用能力の格差



チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

拡大する AI 活用能力の格差

AI は階層を減らす

一方で、複雑さを

増大させる

AI 活用が拡大し、特にエージェントのデプロイが

進むにつれて、従来の企業構造は変更しつつあり

ます。

こうした変更は一見すると柔軟で俊敏に見えるかも

しれませんが、これまで作業を支えていた既存の

枠組みそのものを変化させています。

こうした構造が失われることで、連携の責任はま

すます個々の従業員に委ねられるようになります。

従業員は、明確なロードマップもないまま、変化し

続ける複雑なネットワークや依存関係の中を進まな

ければなりません。

「エージェントの導入によって、連携

は改善する前に一時的に悪化するでし

ょう」

フォーチュン 500 の旅行企業、最高技術責任者

AI によって強化されたチームには、より多くの連携が必要となり、減るわけではない

経営幹部が期待する、AI によるチームや役割の再構築

階層が少なく、より

フラットなチーム

役割やチーム間の流動性

の向上

複合的な責任範囲や管轄を

持つ混合型の役割

より協働的な役割 70%

73%

74%

77%

61%

0%

共通のイニシアチブを軸に

各専門分野を組織化した、

より部門横断的な体制

25 % 50% 75% 100%

拡大する AI 活用能力の格差 16



チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

シナリオ

人間と AI による非組織的な
ワークグループ

「チームは懸命に取り組んでいますが、それ

ぞれ微妙に異なるゴールに向かっています」

フォーチュン 500 のホスピタリティ企業、情報セキュリ

ティ担当副社長

次のことを考えてみてください。

高度に部門横断化されたチームで

は、従業員は自身のコラボレー

ションと並行して多数のエージェ

ントを管理しており、従来の

コミュニケーション チャンネル

で行われていた会話は、複雑な

関係者グループ間で飛び交う大量

の「通知の網」に置き換わって

います。

拡大する AI 活用能力の格差 17

これが意味すること:

オーケストレーション層がない場合、AI を

活用するチーム メンバーは、人間の戦略

と、仲介なしに溢れ出るエージェントの

出力を手動で同期させるデジタル航空管

制官のような役割を担うことになります。

人間であれ機械であれ、新たな関係者が

加わるたびに、スピード向上よりも摩擦を

増やしてしまうリスクがあります。



チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

チームとツールの

分断が AI 活用の

勢いを停滞させ

ている

作業に AI を組み込んで活用している

少数のナレッジ ワーカー、いわゆる 

AI パワー ユーザーと、組織内の他

の従業員との間で、危険な格差が拡

大しています。

現在の AI 活用アプローチは、孤立した

形でイノベーションを推進している

55%
の経営幹部が、AI によってチーム間の

成果や機会の格差が拡大していると回答

わずか 12%
の経営幹部が、組織全体で AI 活用が広く

浸透していると回答

少なくともこの一部は、人間と AI のコラボレー

ションにおける人間側への投資不足によるものです。

経営幹部は、AI 時代に向けた人材育成よりも、

新しいツールやテクノロジーへの投資を優先する

傾向がほぼ 2 倍高く (84%)、また、自社が十分な AI 

学習および能力開発の機会を提供していると回答

したナレッジ ワーカーはわずか 31% にとどまって

います。

「チームの一部だけが AI によって強化されて

いる状態では、他のメンバーが個々のゴール

に向かって突き進む一方で、チーム全体と

して共通の成果を達成することはできません」

フォーチュン 500 のヘルスケア企業、

デジタル テクノロジー担当副社長

企業は AI への不安を AI 活用

能力へと転換できる

90%
ナレッジ ワーカーは、AI による雇用

喪失よりも、AI スキル不足について

不安を感じる傾向が 90% 高くなって

います

拡大する AI 活用能力の格差 18



チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

ナレッジの基盤

強化が必要

連携には、共通の信頼できる情報源

が必要です。AI は「ゴミを入れれば

ゴミが出る」というリスクを高め、

計画なしではワークスロップを悪化

させる恐れがあります。企業データ

はかねてより課題となっていまし

たが、AI ブームによってその課題は

さらに深刻化しています。

AI に必要なのは雑然とした引き出し

ではなく、整理されたライブラリ

69%
のナレッジ ワーカーが、自社のデータ

およびナレッジの基盤は AI 向けに

最適化されていないと回答

データ負債は企業 AI における信頼の危機を引き起こしている

AI ツールを全面的に信頼しているナレッジ ワーカーの使用目的の割合:

振り返りと改善

高品質で正確な成果物を

作成する

関連情報を抽出し、背景情報

に沿って整理する

「データ品質の問題自体は新しいものでは

ありませんが、AI によってそれがより顕在

化しています」

フォーチュン 500 のテクノロジー企業、製品開発担当

グループ副社長

21%

22%

24%

20%
ゴールや制約条件との

整合性を保つ

0% 10% 20% 30% 40%

拡大する AI 活用能力の格差 19



チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

トップ チームが
実践していること



チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

トップ チームが実践していること

トップ チームは、AI 連携における 3 つの重要な柱に注力しています: 3 つの柱が協働のベロシティを高める

仕組み

AI による分断の

代償を、協働のベロ

シティへと変える

もの

AI によって生産性や連携力を高めている

チームは、テクノロジーそのものだけに

注目しているわけではありません。

1. コンテキスト

チーム間で明確かつ共有さ

れたゴールを文書化し、人間

とエージェントの双方がアク

セス可能な信頼できるデータ

に基づいて作業を進める

こと。

2. ワークフロー

人間とエージェントによる

チーム横断の作業がどのよ

うに流れ、進行するかを、

明確に設計すること。

3. 文化

革新的な人間と AI のコラ

ボレーションを促進する

ために、継続的な学習と

実験を通じて人材を支援

すること。

増加率 (%)

45%

30%

15%

0%

1 2 3

46%

10%

21%

導入している AI 連携の柱の数
これら 3 つの柱のいずれか 1 つでも AI 戦略

に組み込むことで、チームの協働のベロシ

ティ、つまり AI を活用したスピードと

整合性の両立の度合いが大きく向上し

ます。

一方で、この 3 つすべてを実践している

チームでは、その効果がほぼ半減 (46%) して

います。この水準に到達しているチームは

わずか 14% に過ぎません。

トップ チームでは、次のような成果が見られ

ます:

• AI によって、作業の計画や優先順位付けが

改善されたと回答する可能性が 5.6 倍高い

• AI によってコラボレーションが向上した

と回答する可能性が 9.4 倍高い

• チーム メイトとの結び付きが強まったと

感じる可能性が 13 倍高い

「チームワークとコラボレーションが

なければ、ビジネス モデルそのものが

成り立たなくなります」

フォーチュン 500 の小売企業、人事担当執行

副社長

トップ チームが実践していること 21



チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

AI 連携の柱

1. コンテキスト:

連携の基盤

目的の整合性を図る

AI は選択肢を生成できますが、方向性を決定するのは人間です。最も成功

しているチームは、明確な優先順位を設定し、AI の出力を信頼すべき場面

と、人間が介入して修正すべき場面を判断しています。つまり、何を重視

するのか、どのような品質基準を設けるのか、重要な作業に対してどのよ

うなガードレールを設定するのかを明確にし、日々のタスクを共通の

ゴールへと結び付けています。

ナレッジの共有

AI は生産性を高めるのと同じくらい容易に、整合性の欠如も増幅させます。

成功しているチームは、コンテキストを共有し、人間とエージェント間のコ

ミュニケーションを完結させることで、データ負債を解消する強い習慣を持

っています。

人とエージェントを共通の目的とアク

セス可能なナレッジに基づいて結び付け

ることは、人間と AI のコラボレーション

において極めて重要です。これは、密接

に結び付いた 2 つの取り組みによって

実現されます。

トップ チームでは、次のような成果が見られます: トップ チームでは、次のような成果が見られます:

12 倍
ゴールや優先順位の不明確さ、または衝突が発生する可能性が低い

6.6 倍
チーム間でゴールや目的の整合性が取れなくなる可能性が低い

7.3 倍
自社のデータおよびナレッジの基盤は AI 向けに最適化されて

いると回答する可能性が高い

2.3 倍
関連情報の抽出や背景情報への適応について、自社の AI を

全面的に信頼していると回答する可能性が高い

トップ チームが実践していること 22



チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

実践方法:

人間と AI のコラボレーション

に向けてコンテキストを整備

する

導入事例: Booksy が Jira Product Discovery 

を活用し、製品、エンジニアリング、

ビジネス チームを、100% の可視性を

備えた共通のゴールのもとでどのように

連携させているかをご覧ください。

詳細を見る

重要事項の優先順位付けを見直す

3 個から 5 個のゴールに集中します。これにより、何が重要で何が重要でないのかに

ついて、チーム間で整合性を取ることができます。AI を活用して、効果的なコラボレー

ションを奨励する共通の目標、マイルストーン、成功指標の草案を作成しましょう。

一元化されたナレッジ ベースを構築する

共有ドキュメントは、あれば便利なものではなく、最低限必要な基盤です。人間とエージェントがインサイト

を引き出し、行動を起こすためには、信頼できる情報へアクセス可能な一元的な情報源が必要です。AI を最初

の情報探索手段として活用することで、AI リテラシーを高め、単発的な問い合わせを減らすことができます。

量より質を重視する

標準化されたデータと論理的な分類体系は、人間と AI のコラボレーションおよびデータ負債への

対処に必要な環境を構築します。

調査に裏付けられた計画を実践に移す

• AI 議事録ツールを活用してミーティングの効果

を最大化する。

• 重要なゴールを達成するために、プロジェクト

におけるトレードオフを定義して優先順位を

付け、リソースを適切に配分する。

• OKR のゴール設定フレームワークを活用して、

目標を定義し、主要な成果を設定し、進捗を

加速する。

トップ チームが実践していること 23

https://www.atlassian.com/ja/customers/booksy
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/maximize-impact-with-ai-meeting-notes
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/maximize-impact-with-ai-meeting-notes
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/maximize-impact-with-ai-meeting-notes
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/maximize-impact-with-ai-meeting-notes
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/maximize-impact-with-ai-meeting-notes
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/trade-offs
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/trade-offs
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/trade-offs
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/trade-offs
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/trade-offs
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/okrs
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/okrs
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/okrs
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/okrs
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/okrs
https://www.atlassian.com/ja/team-playbook/plays/okrs


チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

AI 連携の柱

2. ワークフロー: 

人間と AI のコラボレー

ションを理論から実践

へと進めるもの

人間と AI のコラボレーションに向けた働き方の再設計

AI には、コラボレーションを効率化し、チームの潜在能力を最大限

に引き出す大きな可能性があります。しかし、それはプロセスが

単なる断片的な要素ではなく、ワークフロー全体を前提として設計

されている場合に限られます。

トップ チームでは、次のような成果が見られます:

3.5 倍

新しいツールやルーチンを通じて働き方を再構築している

可能性が高い

13 倍

AI をどのように、どの場面で活用するかについて、チーム間で

整合性が取れていると回答する可能性が高い

7.7 倍

全員が実行モードに入っていて連携する時間がないと回答する

可能性が低い
部門横断型のコラボレーター部門ごとのサイロ化

トップ チームが実践していること 24



チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

実践方法:

新時代に向けたワーク

フローを構築する

導入事例: Procore が System of Work と 

Rovo を活用し、従業員 1 人あたり毎月 23 

時間を節約するとともに、戦略、ロード

マップ、実行状況をチーム全体で共有

できる単一のビューをどのように実現

しているかをご覧ください。

詳細を見る

人と人とのコラボレーションを再設計する

コミュニケーションのルールを定義します。共有された AI 強化型プラットフォーム上ですべてを文書化

し、非同期アップデートを既定とすることで、アクション アイテムの対応漏れを防ぎます。

人間とエージェントの協働方法を定義する

人間とエージェント双方の役割と責任を明確に定義することで、コラボレーションの仕組みを整理し

ます。また、エージェントが提供する価値を定義する役割を人間のマネージャーに担わせます。

細かな作業はエージェントに任せる

情報フローを自動化する機会を見つけましょう。エージェント同士を連携させることで作業を滞りなく

進め、進捗状況を報告し、人間がより戦略的な作業に集中できるようにします。

調査に裏付けられた計画を実践に移す

• AI 活用に関する作業合意を使用し、なぜ、いつ、

どのように AI を使うのかについてチーム間で整合

性を取り、AI をワークフローにシームレスにかつ

信頼できる形で組み込む。

• 次のプロジェクトでのチームの生産性とイノベー

ション向上につながる AI ユース ケースを

検討し、優先順位付けを行う。

トップ チームが実践していること 25
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チームの現状 2026 年 主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

AI 連携の柱

AI 活用を成功に導く人材基盤を整える

AI は、人間と AI の関係において、その半分にすぎません。その真価は、

実験と学習を受け入れる文化の中で発揮されます。そこでは、エージェ

ントが業務上の面倒な作業を担い、人間は創造性や高付加価値作業に

集中しています。

3. 文化:

コンテキストとワーク

フローを促進する原動力

トップ チームでは、次のような成果が見られます:

2.3 倍
AI をチーム メイトとして捉えている可能性が高い

3.2 倍

AI を試しながら、自分たちに合った活用方法を見つけることが

チーム内で奨励されていると回答する可能性が高い

トップ チームが実践していること 26
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実践方法:

人間と AI の集合知を活用

する文化を醸成する

つくり手を育成する

最も価値を生み出すプロセスに参加する AI エージェントについて、チームが実験と改善を繰り返せる

よう支援します。

調査に裏付けられた計画を実践に移す

• AI イノベーション デーを実施することで、チーム

の AI 活用への自信を高める。

• 自社固有のニーズやワークフローに合わせた専用

のエージェントを構築する。

• チームの生産性とイノベーション向上につながる 

AI ユース ケースを検討し、優先順位付けを行う。

成果を称賛し、学びを共有する

エージェントがどのように作業を変革しているかを可視化し、刺激を与える文化を育みます。デジタル 

ショーケースやワークショップを活用して、AI を活用した成功を称賛しましょう。

学習を組み込む

ナレッジ ワーカーは、AI に作業を奪われることよりも、AI と働く準備ができていないことに対して 

90% 高い不安を感じています。一方で、テクノロジーは急速に進化しています。AI 学習と能力開発は、

一度きりの取り組みではなく、継続的に行うべきタスクとして捉える必要があります。

導入事例: Tempo が Rovo スタジオを活

用し、コードを 1 行も記述することな

く、AI をワークフローに組み込み、レ

ポート作成を自動化し、タスクを最大 

30% 高速に完了できる、高速かつ高精

度なエージェントをどのように構築し

ているかをご覧ください。

詳細を見る
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本調査について

本レポートは、現代のチームにおけるベスト プラ

クティスの開発に取り組む科学者グループである

アトラシアンの Teamwork Lab が実施した調査に基

づいています。この調査結果は、アトラシアンの

製品や実践手法の設計にも活用されています。

二重盲検方式による調査データは、2026 年 1 月および 2 月

に収集されました。

アンケート調査に加えて、マーケティング、人事、IT、

ソフトウェア開発部門を代表する フォーチュン 1000 企業

の経営幹部 25 名に対してライブ インタビューも実施され

ました。

12,035
名のナレッジ ワーカー

172
名の フォーチュン 1000 企業の経営幹部

米国、英国、オーストラリア、インド、ドイツ、

フランスで勤務

幅広い部門、役職、職位の代表者

主な対象業種:

• テクノロジー (16%)

• 製造および産業 (13%)

• 公共および教育 (12%)

• 金融サービス (11%)

• 消費財および小売 (10%)

主な対象業種:

• 財務サービス (28%)

• 消費財および小売 (23%)

• テクノロジー (16%)

• 製造および産業 (9%)

• ヘルスケアおよび製薬 (9%)

以下の部門を統括:

• IT およびソフトウェア開発 (43%)

• マーケティング (38%)

• 人事 (19%)

VP クラス以上
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アトラシアンについて 

アトラシアンはすべてのチームの可能性を解き放ちます。

ソフトウェア開発、作業管理、企業サービス管理ソフトウェアの分野

で認められたリーダーであるアトラシアンは、企業が AI を活用した 

System of Work を利用してビジネス チームとテクノロジー チームを結

び付け、大規模に生産性を向上させられるようサポートします。

アトラシアンのコラボレーション ソフトウェアは、80% を超える 

フォーチュン 500 企業と世界中の 350,000 社以上のお客様にご利用

いただいており、NASA、Rivian、Deutsche Bank、United Airlines、Bosch 

などの企業がアトラシアンのソリューションを活用して作業を推進し

ています。

Rovo、Jira、Confluence、Jira Service Management などの当社製品の詳

細については、https://atlassian.com/ja をご覧ください。

詳細を見る

Domino’s Pizza Enterprises が、

130,000 人以上のチーム メン

バーを Atlassian Cloud Enterprise 

上で統合し、より迅速で高品質

なデリバリーを実現した方法

詳細を見る

Sprout Social が Teamwork 

Collection と Rovo によって、

年間 18 万ドルと数百時間を

節約した方法

詳細を見る

Delivery Hero が、40,000 人

以上の従業員を 1 つの 

System of Work に集約する

ことで、効率化とコスト

削減を実現した方法

詳細を見る
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付録
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職種プロファイル:

エンジニアリング/ソフトウェア開発

45%

のナレッジ ワーカーが、AI をワー

クフローに組み込んでいる

50%

の経営幹部が、AI の ROI を

測定できると回答

29%

のナレッジ ワーカーが、AI ツール

が期待どおりに安定して機能する

と全面的に信頼

0% 25 % 50%

代理

4%

4%

31%

37%

ツール

アシスタント

アドバイザー

チーム メイト

AI の役割

経営層のビジョン

ナレッジ ワーカーの実態

次の項目が AI 向けに最適化されている

と回答したナレッジ ワーカーの割合:

ナレッジ ワーカーによる自社 AI 戦略の評価:

変更管理:

データおよびナレッジの基盤:

プロセスおよびワークフロー:

人間中心:

テクノロジー中心:

混合型:

36%

44%

41%

26%

38%

36%

28%

17%

18%

14%

19%

28% 十分な機会が与えられていると回答した

ナレッジ ワーカーの割合:

ナレッジ ワーカーによる AI 文化の評価:

AI スキルを学ぶ:

AI を試す:

コラボレーションに AI を活用する: 38%

38%

41%

19%

55%

19%

4%

4%

称賛されている

奨励されている

ニュートラル

禁止されている

推奨されていない

0% 15% 30% 45% 60%
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職種プロファイル:

人事

27%

のナレッジ ワーカーが、AI をワー

クフローに組み込んでいる

36%

の経営幹部が、AI の ROI を

測定できると回答

20%

のナレッジ ワーカーが、AI ツール

が期待どおりに安定して機能する

と全面的に信頼

AI の役割

経営層のビジョン

ナレッジ ワーカーの実態

次の項目が AI 向けに最適化されている

と回答したナレッジ ワーカーの割合:

ナレッジ ワーカーによる自社 AI 

戦略の評価:

変更管理:

人間中心:

テクノロジー中心:

混合型:

データおよびナレッジの基盤:

プロセスおよびワークフロー:

25 %

27%

25 %

37%

19%

44%

15%

チーム メイト

アドバイザー

12%

9%

15%

十分な機会が与えられていると回答した

ナレッジ ワーカーの割合:

ナレッジ ワーカーによる AI 文化の評価:

アシスタント

ツール

代理

39%

30%

36%

27%

9%

6%

AI スキルを学ぶ:

AI を試す:

コラボレーションに AI を活用する:

32%

24%

26%

称賛されている

奨励されている

ニュートラル

推奨されていない

禁止されている 4%

9%

11%

39%

37%

60%45%30%15%0%0% 25 % 50%
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チームの現状 2026 年

職種プロファイル:

マーケティング

主な課題 AI による分断の代償 拡大する AI 活用能力の格差 トップ チームが実践していること

35%

のナレッジ ワーカーが、AI をワー

クフローに組み込んでいる

の経営幹部が、AI の ROI を

測定できると回答

37%

20%

のナレッジ ワーカーが、AI ツール

が期待どおりに安定して機能する

と全面的に信頼

AI の役割 次の項目が AI 向けに最適化されている

と回答したナレッジ ワーカーの割合:

ナレッジ ワーカーによる自社 AI 

戦略の評価:
経営層のビジョン

ナレッジ ワーカーの実態

変更管理:

データおよび

ナレッジの基盤:

プロセスおよびワークフロー:

人間中心:

テクノロジー中心:

混合型:

42%

46%

47%

31%

29%

41%

チーム メイト

アドバイザー

アシスタント

十分な機会が与えられていると回答した

ナレッジ ワーカーの割合:

ナレッジ ワーカーによる AI 文化の評価:

ツール

代理

35%

18%

15%

15%

25 %

9%

31%

38%

10%

2%

0% 25 % 50%

AI スキルを学ぶ:

AI を試す:

コラボレーションに AI を活用する:

称賛されている

禁止されている

推奨されていない

ニュートラル

奨励されている

39%

39%

40%

5%

4%

21%

42%

29%

60%45%30%15%0%
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